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問１５ 若者の県内定着への対策 

問１５ あなたは、若者が県内に定着するために、どのようなことに力を入れていく必要が 

あると思いますか。（３つまで） 

 

全体（図 15-1）でみると、「給料、福利厚生、職場研修など働く環境の充実」が 56.2％と

最も高く、次いで「地元企業への就職・転職の支援」（38.6％）、「出産・子育て環境の充実」

（31.8％）の順となっている。 

図 15-1 若者の県内定着への対策 

 

 

※ ニッチ：潜在的なニーズがありながら、あまり手を付けられずに隙間のようになっている分野。特定の需要や

顧客が見込まれる分野  

※ 第 39・40 回調査では、「若者の県内定着への対策」は聞いていない。 
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性別（図 15-2）でみると、男女ともに「給料、福利厚生、職場研修など働く環境の充

実」が最も高くなっており、女性が男性より 8.1 ポイント高くなっている。「地元企業へ

の就職・転職の支援」では、男性が女性より 5.6 ポイント高くなっている。 

図 15-2 【性別】 若者の県内定着への対策 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 
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 年代別（図 15-3）でみると、いずれの年代においても、「給料、福利厚生、職場研修な

ど働く環境の充実」が最も高く、そのうち 20 歳代が 71.2％と最も高くなっている。 

図 15-3 【年代別】 若者の県内定着への対策 
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図 15-3 【年代別】 若者の県内定着への対策 （続き） 
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居住圏域別（図 15-4）でみると、いずれの居住圏域においても「給料、福利厚生、職場

研修など働く環境の充実」が最も高く、そのうち飛騨圏域が 63.0％と最も高くなってい

る。 

図 15-4 【居住圏域別】 若者の県内定着への対策 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

  

 岐阜圏域（N = 1,353 : n = 528）  西濃圏域（N = 661 : n = 257）

 中濃圏域（N = 671 : n = 257）  東濃圏域（N = 533 : n = 215）

 飛騨圏域（N = 274 : n = 108）

54.5 

37.7 

30.9 

33.0 

19.1 

16.5 

13.8 

61.9 

41.2 

33.9 

30.4 

16.7 

15.6 

12.5 

47.9 

42.0 

36.2 

35.0 

19.5 

18.3 

12.1 

62.3 

33.0 

34.9 

25.1 

14.9 

16.7 

12.1 

63.0 

34.3 

25.9 

36.1 

19.4 

8.3 

3.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

給料、福利厚生、職場研修など働く環境の充実

地元企業への就職・転職の支援

出産・子育て環境の充実

職種の充実、特色（ニッチ※やオンリーワンの技術など）

を持った企業の育成・支援

県内における大学の学部の多様化、特色ある教育の実施、

専門性の強化などによる進路選択幅の拡充

岐阜県への転入に対する支援の充実

県内在住で通勤可能な県外企業への

就職・転職情報の提供・発言



 131 

図 15-4 【居住圏域別】 若者の県内定着への対策 （続き） 

 

※ N＝総回答数 ｎ＝回答者数 

 

 岐阜圏域（N = 1,353 : n = 528）  西濃圏域（N = 661 : n = 257）

 中濃圏域（N = 671 : n = 257）  東濃圏域（N = 533 : n = 215）

 飛騨圏域（N = 274 : n = 108）

11.9 

11.4 

8.5 

9.8 

2.5 

4.9 

12.5 

8.6 

8.2 

8.2 

2.7 

3.9 

14.4 

10.5 

9.3 

6.6 

1.6 

4.7 

8.8 

10.7 

12.1 

5.1 

2.8 

5.6 

19.4 

16.7 

7.4 

13.0 

1.9 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

起業支援の充実

県内の児童・生徒が地域の伝統、文化、

産業などについて学ぶ機会の充実

移住希望者・移住者への相談機能の強化

県情報の県外への発信強化

その他

わからない


